
平成２９年度連続環境学習講座（その４）
主催 吉備の国エコライフ協議会・岡山市立一宮公民館

いったい何じゃろう？？？

『エシカル消費』と『ＥＳＧ投資』
日時 平成３０年２月１７日（土）13時30分～15時30分

会場 岡山市立一宮公民館
（１Ｆ美術工芸室）

講師 岡山環境カウンセラー協会

定員 先着２５名

ＥＳＤとＳＤＧｓ
横文字だらけの世の中です。岡山市もＥＳＤを推進しています。皆さんＥＳＤについて

どう感じていますか？
最近はＥＳＤからＳＤＧｓということになっているようです。ポイントは、難しく考え

ないで、やさしく思いやりのある日常生活を送ることです。そこで、「エシカル消費」を例
にあげて日常生活から考えます。
また、多くの人が関心を持っている年金ですが、 年金を運用している年金積立金管理運

用独立行政法人のホームページをみると「ＥＳＧ投資」という言葉が最初に出てきます。
投資という言葉にイヤーな感じを持たれる方も多いとは思いますが、消費をすることは

製造、流通、販売といった過程で企業と密接にかかわっています。つまり、私たちの暮ら
しは消費や年金をとおして株式を上場している企業と関係があります。
今回は「エシカル消費」と「ＥＳＧ投資」について学び、より良い暮らしを目指します。

＊申込は１月１８日（木）から受付
＊申込・問い合わせ 岡山市立一宮公民館 〒701-1211岡山市北区一宮６３８－１
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ESD(持続可能な開発のための教育)からSDGs(持続可能な開発目標)へ
→ E(教育：Education)から Gs(複数の目標：Goals)へ

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
外務省HPより（http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/page23_000779.html）

目標１：あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

目標２：飢餓を終わらせ､食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進
する

目標３：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

目標４：すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を
促進する

目標５：ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び少女の能力強化を行う

目標６：すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

目標７：すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセ
スを確保する

目標８：包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働
きがいのある人間らしい雇用を促進する

目標９：強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーション
の推進を図る

目標10：各国内および各国間の不平等を是正する

目標11：包摂的で安全かつ回復力があり、持続可能な都市及び人間居住を実現する

目標12：持続可能な生産と消費の形態を確保する

目標13：気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目標14：持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

目標15：陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂
漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止
する

目標16：持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へ
のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的
な制度を構築する

目標17：持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを
活性化する

文科省によると『ESD（持続可能な開発ための教育）とは、環境、貧困、人権、平和、

開発 といった様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り

組む（think globally, act locally）ことにより、それらの課題の解決につながる新

たな価値観や行動を生み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していく

ことを目指す学習や活動』とあります。

今回の講師は、ESDの根本は『すべての人が「思いやりの心」と「希望」を育むこと』

にあると考え実践しています。ESDからSDGsが注目されることになりました。そこで、

「教育（Education）から目標（Goal）になったことで私たちは？」を考えます。

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/page23_000779.html

